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  概要 

 本書は、主に河川管理者が河川において多自然川づくりや自然再生事業を通じて鳥類の生

息場への配慮を行う際や、河川や流域において環境保全方針を策定し取組を実施する際に参照

できる資料となるよう、鳥類の河川環境の利用の仕方や、それを踏まえて河川環境の整備・保

全を行う際の配慮方法についてとりまとめたものである。 

 キーワード：河川、鳥類、保全、環境管理、自然再生 

   Synopsis 
This guidebook summarizes how birds use rivers and their surroundings, and provides 
points to create better bird habitats through river restoration projects. It can be used 
mainly by river managers when they consider environmental conservation policies of 
rivers and basins. 
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 まえがき 

河川には、上流から河口まで、水中、水際、河原等の場所に応じて様々な環境が存在し、

その環境に応じて多様な生物が生息・生育・繁殖しています。それら河川で見られる生物の

食物連鎖（食う・食われるの関係）において、一般に上位に位置するのが鳥類です。河川の

どこで、どのような鳥類が見られるか、あるいは見られなくなったかは、その場所の河川環

境の状態や生物の豊かさを映し出す鏡のようなものと言えます。 

河川行政においては、かつては治水、利水が河川管理の目的とされていましたが、平成9

年の河川法の改正により、「河川環境の整備と保全」という環境面の目的が加えられ、約20

年が経過しました。この間、国土交通省では、全国各地での多自然川づくりや自然再生事業

を通じて、鳥類を含めた生物の生息環境の整備・保全の取組を進め、一定の成果を上げてき

ています。 

一方で、日本の陸水域での生物多様性の損失傾向は現在も続いており、環境省レッドリス

ト2019では、絶滅が危惧されている鳥類136種のうち、海洋に生息する種等を除く50％以上

が、生活の全て又は一部を河川等の淡水域に依存する種となっています。また、砂礫地や草

地といった洪水や人為的撹乱の影響を受けやすい環境を好む鳥類に希少種が多く、その良好

な生息環境が存続するためには、河川工事や維持管理を実施する際に河川管理者による適切

な配慮が不可欠となります。気候変動の影響等により大規模な洪水災害が相次ぐ中、鳥類に

も配慮した河川環境の整備・保全の取組をさらに効果的に行うには、まずは鳥類が河川とそ

の周囲の環境をどのように利用しているか、鳥類の環境利用に関する知見を整理することが

重要と考えられます。 

こうした状況を踏まえ、国土技術政策総合研究所緑化生態研究室では、平成30年度から令

和元年度にかけて鳥類現地調査を行い、河川に生息する鳥類の環境利用を明らかにする研究

に取り組んできました。また、土木研究所河川生態チームでは、平成28年度から令和3年度

にかけて、鳥類を対象とした河川における保全優先地区の抽出や、適正な生息場の配置を行

うための技術開発に取り組んでいます。 

本書は、これらの調査研究に関する成果のひとつとして、鳥類の河川環境の利用の仕方

や、それを踏まえて河川環境の整備・保全の取組を行う際の配慮点について、主に河川管理

者向けの参考書としてとりまとめたものです。個々の河川や流域における環境保全方針の策

定や、実際の取組の実施時に参照いただき、鳥類をはじめとした多様な生物が息づく河川環

境の整備・保全にご活用いただければ幸いです。 

最後になりましたが、本書を作成するにあたりご協力いただきました多くの方々にこの場

を借りまして厚くお礼申し上げます。 

 

令和2年2月 

国土技術政策総合研究所 緑化生態研究室 

土木研究所 河川生態チーム 
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図 序-2 多自然川づくりとその取組事例 4) 

図 序-3 河川を基軸とした生態

系ネットワークとそのシンボル

となる指標種 4) 
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本書の位置づけ･特徴 
 

    
 

り組む兵庫県豊岡市では、ドジョウやフナ等の魚類、カエル類、バッタ類等の様々な小動物を採

食するコウノトリの餌資源を確保し、多種の動植物から構成される多様性の高い生息場を保全す

るため、河川内から水田域までの連続性を魚道工や改良堰で確保する取組や、治水のための高水

敷掘削時にワンドやたまりといった湿地を造成する取組などが実施されている9）。 

 しかし、河川を利用する鳥類は、これらの希少種や大型の水鳥だけではない。河川は多くの種

類の鳥類にとって、採餌や休息、渡りの途中に立ち寄るための重要な生息場となっている。例え

ば、身近な鳥類の代表種であるツバメは、夏、市街地や集落の軒下に営巣するが、繁殖を終える

と群れになって河川敷のヨシ原に集合し、多いときには数万羽にも及ぶ集団ねぐらをつくる。秋

に東南アジア方面へと渡る前の一時的な利用ではあるが、ツバメにとって、ヨシ原はねぐら場所

として重要な環境となっている（写真 序-1）。また、近年、駅前等の電線や街路樹に大群で集団

ねぐらを形成し、騒音、糞害等の問題を引き起こすことがあるムクドリも、もともとは河川敷の

ヨシ原や竹林をねぐら場所として利用している（写真 序-2）。 

 本書は、これまであまり取り上げられて来なかったこれらのいわゆる普通の鳥も含めて、河川

を利用する鳥類全般を対象とし、それら鳥類が河川をどのように利用しているか解説するもので

ある。したがって、希少種のような特定の種の保全というよりは、様々な鳥類の生息場としての

河川環境について、鳥類の環境利用の視点から解説することを主眼としている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川敷のヨシ原へねぐら入りする群れ  

写真 序-2 ムクドリ 

河川敷の竹林へねぐら入りする群れ  

写真 序-1 ツバメ 

軒下で営巣 

電線でねぐらをとる群れ 
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本書の構成 
 

 

本書の構成 

 本書は、本体に付録（別冊）を加えた2冊で構成されている。 

 本体は、3章構成の本編のほか、巻末に資料編として3つの資料を加えて構成されている。本編

は、鳥類現地調査の結果をもとに解説を行う第2章「河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河

川環境の整備・保全の配慮点」が中心となっており、その導入として、第1章「河川を利用する鳥

類についての概観」で鳥類についての考え方や全国的な動向を整理している。また、河川区域を

超えて堤内地の環境も利用する鳥類の生息場を理解するには流域を対象とした広域的な視野を持

つ必要もあると考えられることから、第3章では、第2章で記した河川内を対象とした知見の整理

を補足する位置付けで、「河川外における鳥類の環境利用を踏まえた取組の配慮点」の解説を加え

ている。資料編は、資料1は本編全体、資料2は本編第2〜3章、資料3は本編第2章への参考情報を

示すものである。 

 付録（別冊）では、河川を利用する鳥類251種を取り上げ、形態や分布、河川環境の利用形態、

河川環境の整備・保全における配慮事項等を種ごとに紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本体・本編の5つの章扉について】（はじめに、第1〜3章、おわりに） 
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第
１
章

1. 河川を利用する鳥類についての概観 
1.1 鳥類に着目する意義 

 

 また、鳥類の棲む環境（生息場）についても、種によって選好性が見られる。例えば、小型鳥

類を主食とするオオタカはそれら小型鳥類がいる樹林、ダイサギは魚類のいる水域（水際）、カル

ガモは水生植物等のある水域（水面）を採餌場としてよく利用する。 

 河川は、水域、砂礫地、草地、河畔林といった複数の環境から構成されているが、それぞれの

環境は、それに応じた鳥類の生息場となっている（図1.1.2）。また、河川環境は、同じ環境、例

えば水域だけを取り上げても、早瀬、平瀬、淵といった微細な環境を含んでおり、これらが入り

組んで構成されている特徴がある。鳥類は一般に、そうした微細な環境の違いを種ごとに少しず

つ棲み分けて利用しているため、環境の構造や質が均一でなく複雑であるほど、多くの種類の鳥

類にとっての生息場となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.1.2 河川で見られる主な鳥類とそれらがよく利用する環境 

 

 加えて、鳥類の生息場として必要とな

る環境の面積も種によって違いがある。

例えば、草地（ヨシ原）を利用して繁殖

する鳥類でも、営巣のために必要とする

面積は種によって異なっており（図

1.1.3）、一般に生態系の最上位に位置し

行動圏の広い猛禽類や大型鳥類ほど、生

息・繁殖に広い面積を必要とする。この

ように、同じ環境でもどのような鳥類が

生息するか着目すると、環境の量的な側

面が反映されていることがある。 

 

 これらのことから、河川にどのような鳥類が生息しているか調査することは、それら鳥類の餌

環境や生息環境の把握、すなわち河川の生態系の全体像の把握につながっていると言える。 

  

図1.1.3 ヨシ群落の面積と鳥類の繁殖状況との関連 2) 
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1.1 鳥類に着目する意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、砂礫地、草地、干潟といった河川に特徴的な環境を主要な生息場とする鳥類には、個

体数が減少傾向にある種や絶滅危惧種も少なくない。砂礫地や草地は洪水や人為的撹乱の影響を

受けやすく、生息場があまり安定しないことが一因とみられている。また、シギ・チドリ類に関

する2000年代の全国モニタリング調査結果では、1970年代と比べて春の渡り期は約40％、秋の渡

り期は約50％の種で個体数の減少が報告されており5）、その原因として、沿岸域での干拓等の開

発や水産業の拡大による干潟や内陸湿地の縮小・消失、水質汚染や侵略的外来植物の繁茂による

生息地としての質の低下等が考えられている9）。 

日本の河川における鳥類の生息場の消失や劣化は、日本国内での鳥類の個体数の減少のみなら

ず、世界的な鳥類の個体数の減少につながりうる問題となる。特に渡り鳥については、繁殖地、

中継地、越冬地を含めた広域的な保全の推進が必要となる。具体的な取組例として、EAAFの地域

では、様々な主体の国際的な連携・協力の枠組みとして「東アジア・オーストラリア地域フライ

ウェイ・パートナーシップ（以下「EAAFP」）」が策定され、当該地域の渡り性水鳥及びその生息地

の保全に係る国際協力の強化が図られている。EAAFPでは、一定の基準を満たす渡り性水鳥の保全

上重要な生息地間で「渡り性水鳥重要生息地ネットワーク」が設けられ、渡り性水鳥に関する普

及啓発や保全活動、調査研究を進めており、2014年時点では、113ヶ所の重要生息地のうち30ヶ所

を日本が占めている10）。 

このように、日本の河川における鳥類の生息場の保全は、世界的な視野からみても重要である

と考えられる。 
  

図 1.1.6  EAAF の範囲及び EAAF を利用している 20 種の絶

滅の危機に瀕する渡り鳥の重要拠点。20 種が飛来する場所（繁殖

地、中継地、越冬地）のうち，「国際基準を満たしている個体群（推

定個体数の 1%，中継地の場合は 0.25%）」が確認、又は推測さ

れた場所を調査し、色別に表記している。赤に近いほど拠点とし

ての重要度が高いことを示す。出典 9)より引用（一部改変） 

図 1.1.5  EAAF の模式図。矢印がシギ・チドリ

類、ガンガモ類等の渡り鳥の主な利用ルート。経

路上に位置する伊勢湾に残された数少ない干潟

である藤前干潟に関する環境省中部地方環境事

務所のウェブサイト 8)より引用 
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1.3 河川を利用する鳥類の全国的な動向 ―渉禽類と水禽類を例に― 

 

分析結果２：チドリ科・セイタカシギ科 

 

 内陸淡水域を利用する種では、タゲリ、ケリ、イカルチドリともに出現水系数に大きな変化はなかっ

たが、タゲリは継続的な出現水系数が少なかった。 

 内陸淡水域と干潟の両方を利用する種では、セイタカシギにおいて顕著な増加傾向がみられた。ムナ

グロは巡目ごとに出現水系数の振れ幅が大きく、継続的な出現水系数もわずかだった。 

 干潟を利用するダイゼンは、継続的な出現水系数が少なかった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図 1.3.5 チドリ科・セイタカシギ科の出現水系数の変化及び出現水系の安定性 
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分析結果３：サギ科 

 

 内陸淡水域を利用する種では、ヨシゴイの出現水系数の減少傾向が著しかった。また、出現水系の安

定性は、両方の水域を利用する種よりも低い傾向があった。 

 内陸淡水域と干潟の両方を利用する種では、いずれの種も出現水系数に大きな変化はなく、継続的な

出現水系の割合も高かった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.6 サギ科の出現水系数の変化及び出現水系の安定性 

  
   

 

 

 

 
 

 
 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

1. 河川を利用する鳥類についての概観 
1.3 河川を利用する鳥類の全国的な動向 ―渉禽類と水禽類を例に― 

 

分析結果３：サギ科 

 

 内陸淡水域を利用する種では、ヨシゴイの出現水系数の減少傾向が著しかった。また、出現水系の安

定性は、両方の水域を利用する種よりも低い傾向があった。 

 内陸淡水域と干潟の両方を利用する種では、いずれの種も出現水系数に大きな変化はなく、継続的な

出現水系の割合も高かった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3.6 サギ科の出現水系数の変化及び出現水系の安定性 







2828

第
１
章

1. 河川を利用する鳥類についての概観 
参考文献 

 

参考文献 

1) 環境省自然環境局野生生物課 (2016) チュウヒ保護の進め方 https://www.env.go.jp/press/files/jp/103125.pdf (2020/1/25 閲

覧) 

2) 奥田重俊, 佐々木寧 (編) (1996) 河川環境と水辺植物―植生の保全と管理―, ソフトサイエンス社 

3) 江崎保男 (1998) 河川の鳥類群集, 江崎保男, 田中哲夫 (編), 水辺環境の保全, p152-176, 朝倉書店 

4) 日本鳥学会 (1974) 日本鳥類目録改訂第 5版,学習研究社 

5) 天野一葉 (2006) 干潟を利用する渡り鳥の現状, 地球環境 11: 215-226 

6) Boere, G.C., Piersma, T. (2012) Flyway protection and the predicament of our migrant birds: A critical look at 

international conservation policies and the Dutch Wadden Sea, Ocean & coastal management 68: 157-168 

7) バードライフ・インターナショナル東京, 渡り鳥の保全, 

   https://tokyo.birdlife.org/programmes/migratory-birds (2020/1/25 閲覧) 

8) 環境省中部地方環境事務所, 藤前干潟＞生き物図鑑＞鳥, http://chubu.env.go.jp/wildlife/fujimae/book/index.html  

   (2020/1/25 閲覧) 

9) Conklin, J.R., Verkuil, Y.I., Smith, B.R. (2014) Prioritizing migratory shorebirds for conservation action on the 

East Asian-Australasian Flyway, WWF-Hong Kong, Hong Kong 

10) 環境省 (2014) 東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ（EAAFP）について 

https://www.env.go.jp/press/files/jp/24117.pdf (2019/10/31 閲覧) 

11) 田所百年裕, 久慈川河道掘削工事におけるサギ類コロニーへの配慮について 

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000041552.pdf (2020/1/30 閲覧) 

12) 中村登流, 中村雅彦 (1995) 原色日本野鳥生態図鑑―水鳥編―, 保育社 

13) 高川晋一, 植田睦之, 天野達也, 岡久雄二, 上沖正欣, 高木憲太郎, 高橋雅雄, 葉山政治, 平野敏明, 三上修, 森さやか, 森本

元,山浦悠一 (2011) 日本に生息する鳥類の生活史・生態・形態的特性に関するデータベース JAVIAN Database, Bird Research 7: 

R9-R12 

14) 環境省自然環境局生物多様性センター (2015) 重要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリングサイト 1000）ガンカモ

類調査業務第 2期とりまとめ報告書, https://www.biodic.go.jp/moni1000/findings/reports/pdf/second_term_anatidae.pdf 

   (2019/10/31 閲覧) 

15) 橋本洋一, 桑原和之 (1992) 印旛沼におけるサギ科 Ardeidae8 種の生息場所, 我孫子市鳥の博物館調査研究報告第 1巻: 9-22 

16) 平野敏明 (2006) 渡良瀬遊水地における繁殖期のクイナ・ヒクイナの生息状況と生息環境, Bird Research 2: A35-A46 

17) 荒木田葉月, 三橋弘宗, 鎌田磨人 (2018) アンケート調査に基づくシギ・チドリ類への影響要因の関連性分析, 保全生態学研究 

23: 199-221 

18）Amano, T., Székely, T., Koyama, K., Amano, H., Sutherland, W.J. (2010) A framework for monitoring the status of 

populations: an example from wader populations in the East Asian–Australasian flyway, Biological Conservation 143: 

2238-2247 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

   
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

  
  

  

 

 

 





3030

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  



3131

第
２
章

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河川環境の整備･保全の配慮点 
 
 

 

 河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河川環境の整備・保全の

配慮点 

 第2章では、鳥類が河川内の環境をどのように利用しているか整理するため、水域、砂礫地、草

地、河畔林、干潟の5つの河川環境で行った鳥類現地調査をもとに、鳥類相の把握や主要鳥類の生

息を左右する要因に関する分析を行った結果を紹介する。さらに、それらを踏まえた河川環境の

整備・保全を行う際の配慮方法について、環境ごとに提示する。 

  

【⿃類現地調査の概要】 

本章の記述にあたり、本州の関東〜中部地方の4河川（多摩川、矢作川、鈴鹿川、雲出川）にお

いて、平成30年から令和元年に鳥類現地調査を行った。調査方法の詳細は資料3に譲り、ここでは

概要を記す。 

今回の鳥類現地調査の目的は、鳥類が河川内の異なる環境をその環境の量や質の違いに応じて

どのように利用しているか定量的に明らかにすることである。 

河川における既往の鳥類調査としては、1.3で参照した河川水辺の国勢調査（鳥類調査）がある

が、この調査の4巡目以降では、河口から上流まで等間隔に配置した各定点において一定時間の調

査を行う手法を用いる。そのため、対象河川全域の鳥類相の把握には向いている一方、特定の環

境に焦点を当てた鳥類の環境利用や行動については記録されていない。今回は、代表的な河川環

境として水域、砂礫地、草地(ヨシ原を含む)、河畔林、干潟の5つに着目し、環境ごとに、それら

河川環境での鳥類の利用形態を把握するために適した手法（定点センサス又はルートセンサス）

と時期を設定して現地調査を行った（図2.1）。 

 

 

 

図2.1 河川水辺の国勢調査（鳥類調査）と今回実施した鳥類現地調査の違い 
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【対象とする河川環境】 

対象とする河川環境は、水域、砂礫地、草地、河畔林、干潟の5つとした。対象とする範囲は、

ダム湖・湖沼を除く河川の中流域（セグメント１）～河口域（セグメント３）とした。 

 

 

図2.2 鳥類現地調査の対象とした河川環境 
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【河川環境ごとの解説の構成】 

河川環境ごとに、現地調査結果の整理・分析を行い、鳥類の環境利用とそれを踏まえた河川環

境の整備・保全を行う際の配慮方法を整理した。2.1〜2.5では次のような構成で解説する。 
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2.1 水域 

 

 

 水 の  

 水域は流水域から止水域、水深の深い場所から浅い場所まで多様な環境を持つ。そうした微細な環

境に応じて、水面を利用するカモ類やカイツブリ類、浅瀬を利用するサギ類やオオバン等が見られる。 

 冬季は、岸辺に近い水深が浅い場所では、淡水ガモ類（オカヨシガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、マ

ガモ、ハシビロガモ、オナガガモ、コガモ、カルガモ等）、オオバン、サギ類（アオサギ、ダイサギ、

コサギ等）が採餌や休息に利用している。水深の深い場所では、潜水ガモ類（ホシハジロ、キンクロ

ハジロ、スズガモ等）、カイツブリ類（カンムリカイツブリ、カイツブリ）、カワウ、カモメ類（ユリ

カモメ、ウミネコ、カモメ、セグロカモメ等）が採餌や休息に利用している。 

 初夏から夏季にかけては、カイツブリが浮巣を作って営巣するほか、周辺環境で繁殖しているカル

ガモが採餌場として利用する。ツバメが水面の上空を飛びながら飛翔性昆虫を採餌することもある。 

 このほか、カワセミは一年を通して水域を採餌場として利用する。また、クサシギ、セグロセキレ

イ等も水際で採餌する。 

 水域の鳥類が見られる時期を表 2.1.1 に示す。また、代表的な景観と主な鳥類のイメージを図 2.1.1

に示す。 

 
表 2.1.1 水域の鳥類が見られる時期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*：現地調査では確認されなかったが、当該環境に出現する可能性のあるもの 
として本編に登場する種。 

 
注意：この時期は、今回現地調査を行った関東〜中部地方の太平洋側の河川を 

対象に作成しており、地域によっては若干異なる可能性がある。 

繁 殖
非繁殖
渡 り
越 冬

この時期は生息しない

凡 例

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1 オカヨシガモ
2 ヨシガモ
3 ヒドリガモ
4 マガモ
5 ハシビロガモ
6 オナガガモ
7 トモエガモ
8 コガモ
9 オオバン

10 クサシギ
11 シマアジ* 渡りの中継地に利用
12 ホシハジロ
13 キンクロハジロ
14 スズガモ
15 ホオジロガモ*
16 ミコアイサ*
17 カワアイサ
18 カンムリカイツブリ
19 ユリカモメ
20 ウミネコ
21 カモメ
22 セグロカモメ
23 カルガモ
24 ゴイサギ
25 ササゴイ
26 アオサギ
27 ダイサギ
28 コサギ
29 カワセミ
30 ヤマセミ*
31 セグロセキレイ
32 カイツブリ
33 カワウ
34 ミサゴ
35 コアジサシ
36 ツバメ

No.

周年生息し、水域全体
を利用する

繁殖期に水域又は上空
を利用する

河川における生息時期種

越冬場所として、浅場
を利用する

越冬場所として、水域
全体を利用する

周年生息するものが多
く、浅場を利用する

グループ
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2. 河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河川環境の整備･保全の配慮点 
2.2 砂礫地 

 

 

 相 

 砂礫地では、一年を通してイカルチドリやコチドリをはじめ、シロチドリ、キアシシギ、イソシギ、

コアジサシ、セキレイ類（キセキレイ、セグロセキレイ、ハクセキレイ）等が採餌や休息の場として

利用する。特に水際は餌資源も多く、採餌場として利用する鳥類も多い。 

 春先から夏季にかけては、イカルチドリやコチドリが繁殖する。人が立ち入らない広い砂礫地では、

初夏から夏季にかけてコアジサシが飛来し、コロニーを形成する場合もある。 

 砂地の水際には、渡りのため移動途中のキアシシギが飛来する。イソシギは、一年を通して砂礫地

の水際を移動しながら餌を探す姿が確認できる。 

 シロチドリは、下流域の砂地を好み、河口付近や海岸で繁殖・越冬する。 

 砂礫地の鳥類が見られる時期を表 2.2.1 にに示す。また、代表的な景観と主な鳥類のイメージを図

2.2.1 に示す。 

 
 

表 2.2.1 砂礫地の鳥類が見られる時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：この時期は、今回現地調査を行った関東〜中部地方の太平洋側の河川を 
対象に作成しており、地域によっては若干異なる可能性がある。 

繁 殖
非繁殖
渡 り
越 冬

この時期は生息しない

凡 例

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 イカルチドリ

2 シロチドリ

3 イソシギ

4 コチドリ

5 コアジサシ

6 キアシシギ
渡りの中継地とし
て利用する

7 キセキレイ

8 ハクセキレイ

9 セグロセキレイ

周年生息し、繁殖
期にも利用する
（営巣場所は河川
外のこともある）

夏に渡来して繁殖
する

No.
河川における生息時期

種 グループ

周年生息し、繁殖
期は主な営巣場所
として利用する
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2. 河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河川環境の整備･保全の配慮点 
2.3 草地 

 

  

 草地は、抽水植物が茂る水際から、ヨシ・オギが茂る高茎草地、一年生草本やシバの生育する低茎

草地など多様であり、それぞれの環境を横断的に利用する種から特定の環境を好む種など鳥類相も多

様性に富んでいる。 

 ヨシが一定面積生育する場所では、夏季にはオオヨシキリが繁殖する。また、秋季のヨシ原はツバ

メのねぐらとして利用されることもある。冬季はヨシ原でオオジュリンが越冬する。 

 ヨシ原に限らず、河川域内の高茎草地や低茎草地は、キジ、セッカ、ヒバリ、ホオジロ等、多くの

種が繁殖のために利用する。オオタカ等の猛禽類は、草地を狩場として利用しており、モズ、ツバメ

も草地やその上空を採餌場として利用している。 

 冬季には、シジュウカラ、アオジ、カシラダカ、セッカ、ホオジロ、スズメ等が、草地を休息や採

餌のために利用するほか、カワラバト、ムクドリも採餌場所として利用する。ベニマシコは越冬場所

として草地を利用する。 

 草地の鳥類が見られる時期を表 2.3.1 に示す。また、代表的な景観と主な鳥類のイメージを図 2.3.1

に示す。 

 
表 2.3.1 草地の鳥類が見られる時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*：現地調査では確認されなかったが、当該環境に出現する可能性のあるもの 
として本編に登場する種。 

 
注意：この時期は、今回現地調査を行った関東〜中部地方の太平洋側の河川を 

対象に作成しており、地域によっては若干異なる可能性がある。 

繁 殖
非繁殖
渡 り
越 冬

この時期は生息しない

凡 例

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 キジ

2 ヒバリ

3 オオセッカ*

4 オオヨシキリ

5 セッカ

6 ホオジロ

7 コジュリン*

8 オオタカ

9 モズ

10 シジュウカラ

11 ツバメ

12 ムクドリ

13 スズメ

14 カワラバト

15 ベニマシコ

16 カシラダカ

17 アオジ

18 オオジュリン

周年生息し、
繁殖期にも営
巣場所として
利用する

周年生息し、
繁殖期には主
に行動圏の一
部として利用
する

越冬場所とし
て利用する

No.
河川における生息時期

種 グループ
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2.河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河川環境の整備･保全の配慮点 
2.4 河畔林 

 

 畔林 相 

 河畔林は、樹冠を休息場として利用する種のほか、林内の中間層以上を利用する種、林床を利用す

る種、林縁を利用する種など多様な種が利用する。 

 春先から夏季にかけては、コゲラやアカゲラ等のキツツキ類、樹洞を利用するシジュウカラ、樹上

に巣をかけるキジバト、エナガ、カラス類等の多くの種が繁殖のために利用する。 

 林縁は、キジバト、モズ、シジュウカラ、メジロ、ホオジロ等の森林を好む種のほか、ムクドリ、

コジュケイ等、草地を好む種も利用する。また、冬季にはシロハラ、アカハラ、ジョウビタキ、カシ

ラダカ、アオジ、クロジ、ベニマシコ、シメ等が越冬場所として利用する。林縁は餌資源も多く、外

敵が来た場合に林内に逃げ込むこともできるため、鳥類にとって好まれる環境となっている。 

 カワウやサギ類（ゴイサギ、アオサギ、ダイサギ、コサギ等）は、河畔林でねぐらやコロニーを形

成する。これらのねぐらやコロニーについては、堤内地の住宅に隣接する樹林に形成された際には人

との軋轢が生じ排除されることもあるため、堤外地に位置する場合は貴重な生息環境と考えられる。 

 オオタカ、ノスリ等の猛禽類も、河畔林を狩場、休息場として利用する。 

 河畔林の鳥類が見られる時期を表 2.4.1 に示す。また、代表的な景観と主な鳥類のイメージを図

2.4.1 に示す。 

 
表 2.4.1 河畔林の鳥類が見られる時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*：現地調査では確認されなかったが、当該環境に出現する可能性のあるもの 
として本編に登場する種。 

 
注意：この時期は、今回現地調査を行った関東〜中部地方の太平洋側の河川を 

対象に作成しており、地域によっては若干異なる可能性がある。 

繁 殖
非繁殖
渡 り
越 冬

この時期は生息しない

凡 例

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 オオタカ

2 ノスリ

3 カワウ

4 ゴイサギ

5 アオサギ

6 ダイサギ

7 コサギ

8 ササゴイ*

9 アマサギ*

10 チュウサギ

11 コゲラ

12 アカゲラ

13 エナガ

14 キジバト

15 モズ

16 ハシボソガラス

17 ハシブトガラス

18 シジュウカラ

19 メジロ

20 ムクドリ

21 ホオジロ

22 コジュケイ

23 シロハラ

24 アカハラ

25 ジョウビタキ

26 ベニマシコ

27 シメ

28 カシラダカ

29 アオジ

30 クロジ

河川における生息時期
種 グループNo.

越冬場所として利用する

周年生息し、コロニー・
ねぐら場所として利用す
る

周年生息し、繁殖場所と
して利用する

周年生息し、繁殖場所と
して利用するが、疎林や
低木林も利用する種

周年生息し、行動圏の一
部として利用する

繁殖期に、コロニー・ね
ぐら場所として利用する
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2.河川内における鳥類の環境利用を踏まえた河川環境の整備･保全の配慮点 
2.5 干潟 

 

 

  

 干出した干潟は、シギ・チドリ類（シロチドリ、メダイチドリ、ミヤコドリ、オオソリハシシギ、

チュウシャクシギ、アオアシシギ、キアシシギ、ソリハシシギ、キョウジョシギ、トウネン、ハマシ

ギ、キリアイ等）、カモ類（ヒドリガモ、オナガガモ、コガモ等）、サギ類（アオサギ、ダイサギ等）、

セキレイ類等が採餌や休息の場として利用する。特に、干潟の水際は餌資源も多く、干潟を利用する

鳥類の主要な採餌場となっている。 

 春と秋の渡りの時期には、多くのシギ・チドリ類が干潟に立ち寄り、休息場や、渡りに必要な栄養

を補給する採餌場として利用する。一方、ハマシギ、ミヤコドリ等の一部のシギ・チドリ類は、干潟

周辺で越冬するものもいる。 

 干潟の中でも砂質・泥質の環境はシギ・チドリ類全般が利用するが、貝殻や小石の多い環境は、キ

ョウジョシギが好んで採餌場として利用する。 

 ヨシ等の抽水植物が干潟に隣接している場所では、植物を主食とするヒドリガモ、オナガガモ、コ

ガモ等の淡水ガモ類が、水際を採餌場や休息場として利用する。 

 干潟の鳥類が見られる時期を表 2.5.1 に示す。また、代表的な景観と主な鳥類のイメージを図 2.5.2

に示す。 

 
表 2.５.1 干潟の鳥類が見られる時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：この時期は、今回現地調査を行った関東〜中部地方の太平洋側の河川を 
対象に作成しており、地域によっては若干異なる可能性がある。 

繁 殖
非繁殖
渡 り
越 冬

この時期は生息しない

凡 例

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 ムナグロ

2 メダイチドリ

3 オオソリハシシギ

4 チュウシャクシギ

5 アオアシシギ

6 キアシシギ

7 ソリハシシギ

8 キョウジョシギ

9 トウネン

10 キリアイ

11 ミヤコドリ

12 ミユビシギ

13 ハマシギ

14 アオサギ

15 ダイサギ

16 シロチドリ

17 ハクセキレイ

18 ヒドリガモ

19 オナガガモ

20 コガモ

No.
河川における生息時期

種 グループ

越冬場所として利用す
る

渡りの中継地として利
用し、一部個体は越冬
場所としても利用する

渡りの中継地として利
用する

周年生息し、餌場や休
息場として利用する
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3. 河川外における鳥類の環境利用を踏まえた取組の配慮点 
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 飛翔能力を持つ鳥類は移動性が高く、河川への依存性の高い種であっても、河川区域を越えて

生活することが普通である。そのため、河川内における鳥類の良好な生息場の創出をより効果的

なものとするには、流域を対象とした広域的な視野を持ち、河川外（堤内地）における鳥類の環

境利用も考慮の上、適宜、河川外の生息場の管理に係る機関・団体等と連携して取組を実施する

ことが望ましい。 

 第 3 章では、第 2 章で取り上げた各環境における主要な鳥類を対象に、それら鳥類の河川外に

おける環境利用を解説し、それを踏まえた河川内外における取組上の配慮点を提示する。 
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3. 河川外における鳥類の環境利用を踏まえた取組の配慮点 
3. 4 河畔林を利用する鳥類 

 

 

 ゲ  

 

 平地林や山林に生息し、採餌・休息・繁殖場として利用する。近年では都市域へも進出している。 
 

 樹林性の鳥類で、面積が大きくかつ高木層が発達する樹林地や、社寺林等の成熟した樹林地でよく

見られ、周辺 300 m 程度の日常的に飛翔可能な空間に林が多い樹林地を選好するという報告がある
13)。 

 

 

 河川内で広範囲に樹林が

広がっていることは稀で

あり、河畔林は点在した不

連続な樹林や帯状の樹林、

まばらな樹林であること

が多い。そのため、コゲラ

等の樹林性鳥類にとって

は、河畔林は生息・繁殖場

の中心というよりは、河畔

林を伝って移動する回廊

（コリドー）としての役割

が主要と考えられる。特に

樹林の少ない都市域では、

山地と平地を連絡するネ

ットワークとしての河畔

林の役割を考慮すること

が望ましい（図 3.4.3）。 

 
 

 河畔 （シ ハラ カハラ、シメ シラ カ、

アオジ、 ジ  

 

 平地林や山林に生息し、採餌・休息に利

用する（写真 3.4.5）。アオジは林縁、カ

シラダカは草地もよく利用する。 

 

 

 

 
 

 

 これらの鳥類は、繁殖期は山地や丘陵地で生活し、冬季は平地に降りてくる。主に樹林を伝って移

動するため、移動経路となる樹林が連続的に配置されていることが必要となる。コゲラと同様に、

特に都市域では、地域での樹林のネットワークを視野に入れた保全が必要となる。 

図 3.4.3 堤内地も含めた広域のエコロジカルネットワークのイメージ 14) 

写真 3.4.5 河川外の環境を利用するシメ（左）とアオジ（右） 
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本書のまとめと今後の課題 
 

 

おわりに 

本書のまとめと今後の課題 

本書は、主に河川管理者を対象に、鳥類の環境利用の視点からみた河川環境の整備・保全の考

え方を提示することを目的に、鳥類現地調査の結果や既往文献等をもとに、いわゆる普通の鳥を

含めた様々な鳥類にとっての生息場としての河川環境について解説を行った。 

第1章では、本書の導入として、河川で鳥類に着目する意義について、世界的な視野から日本の

河川が鳥類の生息場として重要な拠点となっていることを示した。また、護岸整備による水際環

境の劣化等により減少傾向にある種が多い渉禽類を中心に全国的な出現動向を整理し、河川の健

全な移行帯を維持・保全していくことや、河川外の水田、ため池等の湿地環境の整備・保全もあ

わせて進めていくことの必要性を示した。 

本書の中心である第2章では、河川内における鳥類の環境利用とそれを踏まえて河川環境の整

備・保全を行う際の配慮方法について、水域、砂礫地、草地、河畔林、干潟の5つの河川環境ごと

に解説を行った。鳥類の出現有無と環境要因の関係の分析では、一部の鳥については統計上有意

な関係が見出され、ある鳥が生息するにはどのような量・質の環境が必要となるか、ある程度定

量的な結果が得られた。ただ、予測値のばらつきの幅が広いものも多く、今回の結果（数値）が

絶対的なものと言うことはできない。また、鳥類の生息を左右する要因には地域差も考えられる

ことから、今回示した結果はひとつの目安として捉え、予測値の適用にあたっては当該地域での

既往知見等も参照し、学識者の助言を受けることが望ましい。 

第3章では、第2章で整理した河川内における知見を補足する位置付けで、主要な鳥類の河川外

における環境利用を解説し、それを踏まえた河川内外での取組上の配慮点を提示した。取り上げ

た鳥類は限定的だが、流域へと視野を広げ、河川外の生息場の管理に係る機関・団体等と連携す

るためのひとつの参考としていただきたい。 

今後、今回対象としなかった河川の上流部や他地域においても知見が整理され、鳥類の環境利

用を踏まえた河川環境の整備・保全の取組が全国に展開され、かつ、様々な取組のフォローアッ

プを通じ、取組内容の一層の充実が図られていくことを期待したい。 
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 調査協力 

 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 

 

【多摩川】 

 国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所 
  河川環境課 
  調査課 
  田園調布出張所 
  多摩出張所 
  多摩川上流出張所 
 国土交通省 関東地方整備局 関東技術事務所 維持管理技術課 
 
【矢作川】 
 国土交通省 中部地方整備局 豊橋河川事務所 
  調査課 
  岡崎出張所 
  安城出張所 
 
【鈴鹿川、雲出川】 
 国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所 
  調査課 
  鈴鹿川出張所 
  雲出川出張所 
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資 1 鳥類用語集 

 

資料１ 鳥類用語集 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

用語の 説文献番号)。（関連する図を末尾に掲載している場合、その図番号） 

 

 

〕 
あ  

IUCN（あい・ゆー・しー・えぬ） 

国際自然保護連合。全世界における生物の生息状況等をもとに絶滅のおそれのある種のリストを定期的に作成・公表している機

関。レッドリストも参照 1)。 

雨覆（あまおおい） 

翼の部分の名称。飛行に重要な羽毛である風切羽の基部を上下から覆っている小さな羽毛のこと。翼上面には次列風切の肩に近

い方から小雨覆、中雨覆、大雨覆が、また、初列風切の小翼羽の下には初列雨覆があり、翼下面には下雨覆がある 2)。 

 

育雛、育雛期（いくすう、いくすうき） 

親鳥が雛の世話（給餌、糞の始末等）をして育てること。孵化から巣立ちまでの期間 2)。 

 

羽角（うかく） 

フクロウ科などの一部の鳥の頭部に見られる左右一対の羽毛の束 3)。 

 

営巣（えいそう） 

繁殖期に鳥が巣を造ること 2)。 

腋羽（えきう） 

翼腋羽ともいう。翼の付け根（上膊骨の下面）にある数枚の長い羽で、躯幹と翼下面の間を重なりながら後方に伸びる 4)。 

越冬（えっとう） 

冬を過ごすこと。冬だけに見られたり、冬に顕著に観察されたりする形質に注目する場合に用いられる言葉 4)。 

 

〕 
 

風切羽（かざきりばね） 

翼の骨格の後面に直接付着している大きくて硬い羽毛で、鳥の飛行に最も重要な役割を果たす。最外側にある初列風切羽（手

羽）は通常 10 枚、その内側にあって胴に近い次列風切羽は 6～30 枚、胴に接する三列風切羽は 3 枚である 2)。 

飾羽（かざりばね） 

繁殖期にシラサギ類の胸や肩羽に生じる長い毛状の羽。非繁殖期には消失する 2)。 

冠羽（かんう） 

鳥類の頭頂から後ろにかけて生えている冠状の長い羽毛。羽冠ともいう 2)。コサギ、ゴイサギ等で見られる。 

換羽（かんう） 

鳥の羽毛が季節や成長に応じて脱落し、新しい羽に生え替わること 2)。どの鳥でも繁殖期後の秋には羽毛をほとんど換羽する

が、春にも換羽する種も多い 5)。 

 

擬傷（ぎしょう） 

繁殖期に、外敵の眼を雛から逸らすために、親鳥が傷ついたふりをすること 2)。 

求愛行動（きゅうあいこうどう） 

異性に対して交尾を誘いかける行動 6)。 

求愛給餌（きゅうあいきゅうじ） 

産卵期にオスがメスに食物をプレゼントする行動。交尾を円滑に行うためとみられているが、激しい捕食行動を行なうカワセミ

科や猛禽類では交尾前よりも交尾後に求愛給餌が見られることが多いため、産卵間近のメスを保護するための行動とも考えられ

ている 2)。 

給餌（きゅうじ） 

親鳥が雛に餌を与えること。孵化後から巣立ちまで餌を運ぶが、種によっては巣立ち後の雛にもしばらくの間給餌する 2)。 

休息（きゅうそく） 

体を休める行動。多くの鳥類は羽毛を立てて頸を縮める姿勢をとる。立ったままでも行う 4)。 

 

国際希少野生動植物種（こくさいきしょうやせいどうしょくぶつしゅ） 

種の保存法参照 7)。 

国内希少野生動植物種（こくないきしょうやせいどうしょくぶつしゅ） 

種の保存法参照 7)。 

コロニー（ころにー） 

同種又は複数種の多数の個体が集まり、密集して造巣して繁殖する場所のこと。集団繁殖地、集団営巣地ともいう。 
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

用語（ようご） 

用語の解説文献番号)。（関連する図を末尾に掲載している場合、その図番号） 

 

 

 
あ  

IUCN（あい・ゆー・しー・えぬ） 

国際自然保護連合。全世界における生物の生息状況等をもとに絶滅のおそれのある種のリストを定期的に作成・公表している機

関。レッドリストも参照 1)。 

雨覆（あまおおい） 

翼の部分の名称。飛行に重要な羽毛である風切羽の基部を上下から覆っている小さな羽毛のこと。翼上面には次列風切の肩に近

い方から小雨覆、中雨覆、大雨覆が、また、初列風切の小翼羽の下には初列雨覆があり、翼下面には下雨覆がある 2)。 

 

育雛、育雛期（いくすう、いくすうき） 

親鳥が雛の世話（給餌、糞の始末等）をして育てること。孵化から巣立ちまでの期間 2)。 

 

羽角（うかく） 

フクロウ科などの一部の鳥の頭部に見られる左右一対の羽毛の束 3)。 

 

営巣（えいそう） 

繁殖期に鳥が巣を造ること 2)。 

腋羽（えきう） 

翼腋羽ともいう。翼の付け根（上膊骨の下面）にある数枚の長い羽で、躯幹と翼下面の間を重なりながら後方に伸びる 4)。 

越冬（えっとう） 

冬を過ごすこと。冬だけに見られたり、冬に顕著に観察されたりする形質に注目する場合に用いられる言葉 4)。 

 

 
 

風切羽（かざきりばね） 

翼の骨格の後面に直接付着している大きくて硬い羽毛で、鳥の飛行に最も重要な役割を果たす。最外側にある初列風切羽（手

羽）は通常 10 枚、その内側にあって胴に近い次列風切羽は 6～30 枚、胴に接する三列風切羽は 3 枚である 2)。 

飾羽（かざりばね） 

繁殖期にシラサギ類の胸や肩羽に生じる長い毛状の羽。非繁殖期には消失する 2)。 

冠羽（かんう） 

鳥類の頭頂から後ろにかけて生えている冠状の長い羽毛。羽冠ともいう 2)。コサギ、ゴイサギ等で見られる。 

換羽（かんう） 

鳥の羽毛が季節や成長に応じて脱落し、新しい羽に生え替わること 2)。どの鳥でも繁殖期後の秋には羽毛をほとんど換羽する

が、春にも換羽する種も多い 5)。 

 

擬傷（ぎしょう） 

繁殖期に、外敵の眼を雛から逸らすために、親鳥が傷ついたふりをすること 2)。 

求愛行動（きゅうあいこうどう） 

異性に対して交尾を誘いかける行動 6)。 

求愛給餌（きゅうあいきゅうじ） 

産卵期にオスがメスに食物をプレゼントする行動。交尾を円滑に行うためとみられているが、激しい捕食行動を行なうカワセミ

科や猛禽類では交尾前よりも交尾後に求愛給餌が見られることが多いため、産卵間近のメスを保護するための行動とも考えられ

ている 2)。 

給餌（きゅうじ） 

親鳥が雛に餌を与えること。孵化後から巣立ちまで餌を運ぶが、種によっては巣立ち後の雛にもしばらくの間給餌する 2)。 

休息（きゅうそく） 

体を休める行動。多くの鳥類は羽毛を立てて頸を縮める姿勢をとる。立ったままでも行う 4)。 

 

国際希少野生動植物種（こくさいきしょうやせいどうしょくぶつしゅ） 

種の保存法参照 7)。 

国内希少野生動植物種（こくないきしょうやせいどうしょくぶつしゅ） 

種の保存法参照 7)。 

コロニー（ころにー） 

同種又は複数種の多数の個体が集まり、密集して造巣して繁殖する場所のこと。集団繁殖地、集団営巣地ともいう。 
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混群（こんぐん） 

複数種の鳥よってつくられる群れ 4)。シジュウカラ、メジロ、エナガ、コゲラ等が冬に形成する群れはカラ類の混群と呼ばれ

る。 

 

 
 

採餌（さいじ） 

鳥が餌をとる行動のこと 2)。 

 再導入（さいどうにゅう） 

野生下で絶滅した種について、飼育下で増殖させた個体を野外へ再び放すこと。コウノトリ（2005 年、兵庫県豊岡市）、トキ

（2008 年、新潟県佐渡島）の例がよく知られる。 

 囀り（さえずり） 

繁殖期に主に小鳥類のオスが発する特徴のあるよい声で、なわばり宣言とメスの誘致の機能があるといわれる。鳥によっては大

きな単調な呼び声が同様の機能を持つが、その場合は囀りとは普通いわない 5)。 

産座（さんざ） 

巣の内部の卵や雛を温める場所。カモ類では産座に自分の羽毛を敷いてから産卵することが知られている 2)。 

産室（さんしつ） 

土手や崖に横穴を掘って営巣するカワセミ科の場合に、巣穴の突き当たりに形成される直径 40cm あまりの部屋のこと。ここに

産座が設けられ、卵や雛が温められる 2)。 

 

脂腺（しせん） 

背側の皮膚と尾の基部の筋の間にある分泌腺 4)。ここから脂分を含む分泌液が出て、嘴を使って羽根に塗り広げることで、羽根

の耐水性を保ったり汚れを防いだりする。尾腺（びせん）、尾脂腺（びしせん）ともいう。 

地鳴き（じなき） 

鳥の鳴き方のうち、囀り以外の声。チッ、チッとかピピッというような、単音、2 連音、3 連音等の単調な鳴き声で、長くて複

雑な繁殖期の囀りと区別される。仲間に危険を知らせる警戒音のように甲高いものもある 2)。 

就塒（しゅうじ） 

寝る又は休息するためにねぐらに就くこと。ねぐら入り。 

集団営巣（しゅうだんえいそう） 

集団繁殖で、特に巣を造る場合をいう 4)。 

種の保存法（しゅのほぞんほう） 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の通称。国内外の絶滅のおそれのある野生生物の種を保存するた

め、平成 5年 4月に施行された。国内に生息・生育する希少野生生物については、レッドリストに掲載されている絶滅のおそれ

のある種（絶滅危惧 I類、II 類）のうち、人為の影響により生息・生育状況に支障をきしているものの中から国内希少野生動

植物種を指定し、個体の取り扱い規制、生息地の保護、保護増殖事業の実施など保全のために必要な措置を講じている。外国産

の希少野生生物については、ワシントン条約、二国間渡り鳥等保護条約・協定に基づいて国際希少野生動植物種を指定し、販

売・頒布目的の陳列・広告、譲り渡し等を原則として禁止している 7)。 

狩猟鳥（しゅりょうちょう） 

日本に生息する野生鳥獣約 700 種のうちから、狩猟対象としての価値、農林水産業等に対する害性及び狩猟の対象とすることに

よる鳥獣の生息状況への影響を考慮し、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」（鳥獣保護管理法）施行規則

により 48 種類の鳥獣が狩猟鳥獣に選定されている。このうち鳥類（狩猟鳥）は、カワウ、ゴイサギ、マガモ、カルガモ、コガ

モ、ヨシガモ、ヒドリガモ、オナガガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、クロガモ、エゾライチョ

ウ、ヤマドリ（コシジロヤマドリを除く。）、キジ、コジュケイ、バン、ヤマシギ、タシギ、キジバト、ヒヨドリ、ニュウナイ

スズメ、スズメ、ムクドリ、ミヤマガラス、ハシボソガラス、ハシブトガラスの 28 種。都道府県によっては捕獲が禁止された

り、捕獲数が制限されている場合がある 8)。 

準絶滅危惧種（じゅんぜつめつきぐしゅ） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する

可能性のある種。NT (Near Treatened)とも表記される 1)。 

渉禽類（しょうきんるい） 

水辺を長い脚で歩行しながら採餌する鳥類の総称。サギ科、ツル科、クイナ科、シギ科、チドリ科等 9,10)。 
 

水禽類（すいきんるい） 

主に水面に浮いて生活する鳥類の総称。発達した水かきを持ち、水面に浮かぶことができる。カモ科、カイツブリ科、ウ科、カ

モメ科等 9,10)。 

巣立ち（すだち） 

雛が成長して巣を離れること 2)。 

 

成鳥（せいちょう） 

成熟した個体のこと 4)。それ以上成長による羽色の大きな変化が起こらない年齢に達した鳥。小鳥では生まれた次の年の春に成

鳥羽になるものもあるが、ワシやアホウドリでは成鳥羽になるまで数年以上かかる 5)。 

絶滅危惧 I類（ぜつめつきぐいちるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、絶滅の危機に瀕している種。CR+EN (Critically endangered + Endangered)とも表記さ

れる。絶滅危惧 IA 類と絶滅危惧 IB 類に細分される 1)。 
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資 1 鳥類用語集 

 

 

絶滅危惧 IA 類（ぜつめつきぐいちえーるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。CR (Critically 

endangered)とも表記される 1)。 

絶滅危惧 IB 類（ぜつめつきぐいちびーるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。EN 

(Endangered)とも表記される 1)。 

絶滅危惧種（ぜつめつきぐしゅ） 

絶滅のおそれのある種。狭義には、IUCN や環境省が作成したレッドリストにおいて絶滅危惧 IA 類、絶滅危惧 IB 類、絶滅危惧

II 類のいずれかのカテゴリーに分類された種をさす 1)。 

絶滅危惧 II 類（ぜつめつきぐにるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、絶滅の危険が増大している種。VU (Vulnerable)とも表記される 1)。 

全長（ぜんちょう） 

鳥を上向きにねかせて嘴を水平にした時の嘴の先から尾の先までの長さ。Lとも表記される 5)。 

 

造巣（ぞうそう） 

地面や樹に穴を掘ったり、木の枝や草を組み合わせたりして巣を造る行動 4)。 

 

 
 

托卵（たくらん） 

自分で巣を造らずに他の鳥の巣に卵を産みこみ、雛を育てさせること 5)。カッコウ科の鳥で見られる。 

旅鳥（たびどり） 

北方の繁殖地と南方の越冬地を往復する渡りの途中、春と秋のみ日本で見られる鳥 2)。（図資 1.1） 

 

鳥獣保護区（ちょうじゅうほごく） 

鳥獣の保護の見地から「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」（鳥獣保護管理法）に基づき指定され、環境大

臣が指定する国指定鳥獣保護区と、都道府県知事が指定する都道府県指定鳥獣保護区の 2種類がある。環境大臣又は都道府県知

事は、鳥獣保護区の区域内で鳥獣の保護又はその生息地の保護を図るため特に必要があると認める区域を特別保護地区に指定す

ることができる。鳥獣保護区内においては、狩猟が認められないほか、特別保護地区内においては、一定の開発行為が規制され

る 11)。 

鳥類相（ちょうるいそう） 

ある特定の地域と時間においてみられる鳥類の全種類。 

 

停空飛翔（ホバリング）（ていくうひしょう（ほばりんぐ）） 

複雑に翼と尾を動かして空中の 1 ヶ所に停止する飛翔。ミサゴ、ヤマセミ、カワセミ、コアジサシ等が水面下の魚類を狙う際に

よく行う 5)。 

ディスプレイ（でぃすぷれい） 

特徴ある動作、姿勢、声等によって自分の存在を相手に誇示すること 2)。 

デコイ（でこい） 

鳥の模型。鳥を誘引するため、コロニーの誘致や、狩猟のおとりのために用いられる 3)。 

定点センサス法（ていてんせんさすほう） 

調査定点に一定時間留まり、周辺に出現する鳥類の姿又は鳴き声によって種、個体数、位置を確認する方法。鳥類調査の代表的

な手法のひとつ。スポットセンサス法とも呼ばれる。 

 

特定猟具使用禁止区域（とくていりょうぐしようきんしくいき） 

特定猟具を使用した鳥獣の捕獲等に伴う危険の予防又は指定区域の静穏の保持のため、特定猟具を使用した鳥獣の捕獲等を禁止

する必要があると認める区域を、特定猟具の種類ごとに指定する区域。「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律」（鳥獣保護管理法）に基づき、都道府県知事が指定する 8)。従前の銃猟禁止区域は、現在は特定猟具（銃器）使用禁止区域

と名称が変更になっている。 

 

〕 
 

夏鳥（なつどり） 

春に南方の越冬地から渡来して日本で繁殖し、秋に再び越冬地へ渡去する鳥 2)。（図資 1.1） 

夏羽（なつばね） 

繁殖期又はそれに先立つつがい形成期に見られる鳥の羽色。非繁殖期に比べて色が鮮やかで、飾り羽をもつ種もあるが、1年中

羽色が変わらない種も多い。生殖羽ともいう 2)。 

なわばり（なわばり） 

動物の個体・つがい・群れなどが、採餌、繁殖などのために他の個体（一般には同種）ないし単位集団と地域を分割して生息

し、侵入された場合にはこれを防衛する空間をいう 2)。 

 

塒（ねぐら） 

鳥が寝る又は休息する場所。多数の個体が集まる際によく用いられる。 
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絶滅危惧 IA 類（ぜつめつきぐいちえーるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。CR (Critically 

endangered)とも表記される 1)。 

絶滅危惧 IB 類（ぜつめつきぐいちびーるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。EN 

(Endangered)とも表記される 1)。 

絶滅危惧種（ぜつめつきぐしゅ） 

絶滅のおそれのある種。狭義には、IUCN や環境省が作成したレッドリストにおいて絶滅危惧 IA 類、絶滅危惧 IB 類、絶滅危惧

II 類のいずれかのカテゴリーに分類された種をさす 1)。 

絶滅危惧 II 類（ぜつめつきぐにるい） 

レッドリストのカテゴリーのひとつで、絶滅の危険が増大している種。VU (Vulnerable)とも表記される 1)。 

全長（ぜんちょう） 

鳥を上向きにねかせて嘴を水平にした時の嘴の先から尾の先までの長さ。Lとも表記される 5)。 

 

造巣（ぞうそう） 

地面や樹に穴を掘ったり、木の枝や草を組み合わせたりして巣を造る行動 4)。 

 

 
 

托卵（たくらん） 

自分で巣を造らずに他の鳥の巣に卵を産みこみ、雛を育てさせること 5)。カッコウ科の鳥で見られる。 

旅鳥（たびどり） 

北方の繁殖地と南方の越冬地を往復する渡りの途中、春と秋のみ日本で見られる鳥 2)。（図資 1.1） 

 

鳥獣保護区（ちょうじゅうほごく） 

鳥獣の保護の見地から「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」（鳥獣保護管理法）に基づき指定され、環境大

臣が指定する国指定鳥獣保護区と、都道府県知事が指定する都道府県指定鳥獣保護区の 2種類がある。環境大臣又は都道府県知

事は、鳥獣保護区の区域内で鳥獣の保護又はその生息地の保護を図るため特に必要があると認める区域を特別保護地区に指定す

ることができる。鳥獣保護区内においては、狩猟が認められないほか、特別保護地区内においては、一定の開発行為が規制され

る 11)。 

鳥類相（ちょうるいそう） 

ある特定の地域と時間においてみられる鳥類の全種類。 

 

停空飛翔（ホバリング）（ていくうひしょう（ほばりんぐ）） 

複雑に翼と尾を動かして空中の 1 ヶ所に停止する飛翔。ミサゴ、ヤマセミ、カワセミ、コアジサシ等が水面下の魚類を狙う際に

よく行う 5)。 

ディスプレイ（でぃすぷれい） 

特徴ある動作、姿勢、声等によって自分の存在を相手に誇示すること 2)。 

デコイ（でこい） 

鳥の模型。鳥を誘引するため、コロニーの誘致や、狩猟のおとりのために用いられる 3)。 

定点センサス法（ていてんせんさすほう） 

調査定点に一定時間留まり、周辺に出現する鳥類の姿又は鳴き声によって種、個体数、位置を確認する方法。鳥類調査の代表的

な手法のひとつ。スポットセンサス法とも呼ばれる。 

 

特定猟具使用禁止区域（とくていりょうぐしようきんしくいき） 

特定猟具を使用した鳥獣の捕獲等に伴う危険の予防又は指定区域の静穏の保持のため、特定猟具を使用した鳥獣の捕獲等を禁止

する必要があると認める区域を、特定猟具の種類ごとに指定する区域。「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律」（鳥獣保護管理法）に基づき、都道府県知事が指定する 8)。従前の銃猟禁止区域は、現在は特定猟具（銃器）使用禁止区域

と名称が変更になっている。 

 

 
 

夏鳥（なつどり） 

春に南方の越冬地から渡来して日本で繁殖し、秋に再び越冬地へ渡去する鳥 2)。（図資 1.1） 

夏羽（なつばね） 

繁殖期又はそれに先立つつがい形成期に見られる鳥の羽色。非繁殖期に比べて色が鮮やかで、飾り羽をもつ種もあるが、1年中

羽色が変わらない種も多い。生殖羽ともいう 2)。 

なわばり（なわばり） 

動物の個体・つがい・群れなどが、採餌、繁殖などのために他の個体（一般には同種）ないし単位集団と地域を分割して生息

し、侵入された場合にはこれを防衛する空間をいう 2)。 

 

塒（ねぐら） 

鳥が寝る又は休息する場所。多数の個体が集まる際によく用いられる。 
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繁殖、繁殖期（はんしょく、はんしょくき） 

交尾、産卵、抱卵、育雛等の繁殖活動。また、繁殖活動を行う時期。 

 

尾筒（びとう） 

鳥類の尾羽の付け根を覆う短い羽毛 3)。 

一腹卵（ひとはららん） 

1 回の繁殖機会に 1 個体のメスが巣の中に産んだ一揃いの卵全部のこと。一繁殖期に 2 回繁殖する種は、二揃いの一腹卵を産ん

だという 4)。 

非繁殖期（ひはんしょくき） 

一年のうちで繁殖にかかわらない時期 4)。 

漂鳥（ひょうちょう） 

日本国内を季節によって移動する鳥。北海道で繁殖して本州中部以南で越冬する鳥、高い山で繁殖して低地で越冬する鳥等。た

だし、地域の取り方によっては留鳥との区別はつきにくく、日本全体をとれば漂鳥も 1 年中見られるため留鳥ともいえる 5)。

（図資 1.1） 

 

孵化（ふか） 

卵がかえること 2)。 

冬鳥（ふゆどり） 

秋に北方の繁殖地から日本へ渡来して越冬し、春に再び北方へ去る鳥 2)。（図資 1.1） 

冬羽（ふゆばね） 

非繁殖期の羽色。夏羽（生殖羽）より地味なことが多いが 2)、夏羽と冬羽の違いがない種も少なくない 5)。 

 

放鳥（ほうちょう） 

繁殖を目的として、雛を人工的に育ててから野外へ放すこと。あるいは、学術研究のために野外で鳥を一時的に捕獲した際、足

環等の目印をつけて放すこと 3)。 

抱卵、抱卵期（ほうらん、ほうらんき） 

親鳥が卵を抱いて温めること。産卵から孵化までの期間 2)。 

ホッピング（ほっぴんぐ） 

両脚をそろえてはね歩く歩き方。跳行（ちょうこう）、二足跳びともいう。 

ホバリング（ほばりんぐ） 

停空飛翔を参照 5)。 

 

 
 

迷鳥（めいちょう） 

台風やほかの鳥の群れに入る等、何らかの事故で、本来の渡りのコースや分布域からはずれて渡来した鳥 5)。（図資 1.1） 

 

 
や  

夜行性（やこうせい） 

昼間は休息し、夜間に活動する性質 4)。 

 

幼鳥（ようちょう） 

雛の体毛が生え揃ってから、第 1 回目の換羽（通常は生まれた年の秋）までの時期の鳥 5)。 

翼開長（よくかいちょう） 

翼の前縁がまっすぐになるまで両翼を広げた時の翼の先から先までの長さ。Wとも表記される 5)。 

翼鏡（よくきょう） 

淡水ガモ類の多くで見られる、次列風切の緑や青の金属光沢のある部分 5)。 

翼帯（よくたい） 

大雨覆の羽の先端の模様。先端で色が変化している場合は、翼を広げたときに帯状の模様になる 2)。 

 

 
  

ラムサール条約（らむさーるじょうやく） 

「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」の通称。1971 年 2 月 2 日にイランのラムサールで開催された国

際会議で採択された湿地に関する条約で、湿地の「保全・再生」と「ワイズユース（賢明な利用）」、これらを促進する「交

流、学習」の 3つを目的とする。湿地について「天然のものであるか人工のものであるか、永続的なものであるか一時的なもの

であるかを問わず、更には水が滞っているか流れているか、淡水であるか汽水であるか鹹水（海水）であるかを問わず、沼沢

地、湿原、泥炭地又は水域をいい、低潮時における水深が 6メートルを超えない海域を含む」と定義されており、これには、湿

原、湖沼、ダム湖、河川、ため池、湧水地、水田、遊水池、地下水系、塩性湿地、マングローブ林、干潟、藻場、サンゴ礁など

が含まれる。日本では、国際的に重要な湿地であること（国際的な基準である「定期的に 2万羽以上の水鳥を支えている湿地」
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資 1 鳥類用語集 

 

等の 9つの基準のうちいずれかを満たすこと）、国の法律（自然公園法、鳥獣保護管理法等）により将来にわたって自然環境の

保全が図られること、地元住民などから登録への賛意が得られることの 3つの条件を満たす湿地を、「ラムサール条約湿地」と

して登録している 12)。 

  

留鳥（りゅうちょう） 

ある地域で 1年中見られる鳥。しかし、ある個体が季節による移動を全くしないかどうかは問題ではない 5)。個体によっては渡

りや移動を行うものもある 2)。（図資 1.1） 

 

ルートセンサス法（るーとせんさすほう） 

調査ルート(センサスルート)を歩きながら、周辺に出現する鳥類の姿又は鳴き声によって種、個体数及び位置を確認する方法。

鳥類調査の代表的な手法のひとつ。ラインセンサス法とも呼ばれる。 

 

レッドリスト（れっどりすと） 

絶滅のおそれのある種のリスト。国際的には、IUCN が全世界における生物の生息状況等をもとに定期的に作成・公表してい

る。国内では、環境省が「環境省版レッドリスト」（日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）を作成・公表してい

る。これは、日本に生息又は生育する野生生物について、専門家で構成される検討会が生物学的観点から個々の種の絶滅のおそ

れを科学的・客観的に評価し、その結果をリストにまとめたもので、カテゴリー（ランク）は IUCN の評価基準に基づいて作成

されている。レッドリストへの掲載は、捕獲規制等の直接的な法的効果を伴うものではないが、社会への警鐘として様々な場面

で多様な活用が図られている。都道府県では、都道府県等内における生物の生息状況等をもとに評価した「都道府県版レッドリ

スト」が作成・公表されている。なお、これらはそれぞれが独自に評価しており、一方での評価にもう一方が合わせるというこ

とはない 1)。 

 

〕 
わ  

若鳥（わかどり） 

第 1 回目の換羽（通常は生まれた年の秋）後、成鳥羽になるまでの時期の鳥。はっきりした若鳥の羽色を持たない鳥もいる 5)。 

渡り、渡り鳥（わたり、わたりどり） 

鳥類が繁殖地と越冬地の間を定期的に往復移動すること 8)。渡りを行う鳥類を渡り鳥と呼ぶ。 

 

 
図資1.1 日本でみられる鳥類の6つの渡りタイプと、それらのタイプの鳥類が見られる地域の季節ごとの模式図。地図

はイメージを示したものであり、囲ったエリアが鳥類の実際の分布範囲に一致するものではない。また、留鳥、漂鳥、

夏鳥、冬鳥については、同じ１種の鳥についても、北海道では夏鳥、本州以南では留鳥というように、地方によってタ

イプが異なることもある 
  

  
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

資 1 鳥類用語集 

 

等の 9つの基準のうちいずれかを満たすこと）、国の法律（自然公園法、鳥獣保護管理法等）により将来にわたって自然環境の

保全が図られること、地元住民などから登録への賛意が得られることの 3つの条件を満たす湿地を、「ラムサール条約湿地」と

して登録している 12)。 

  

留鳥（りゅうちょう） 

ある地域で 1年中見られる鳥。しかし、ある個体が季節による移動を全くしないかどうかは問題ではない 5)。個体によっては渡

りや移動を行うものもある 2)。（図資 1.1） 

 

ルートセンサス法（るーとせんさすほう） 

調査ルート(センサスルート)を歩きながら、周辺に出現する鳥類の姿又は鳴き声によって種、個体数及び位置を確認する方法。

鳥類調査の代表的な手法のひとつ。ラインセンサス法とも呼ばれる。 

 

レッドリスト（れっどりすと） 

絶滅のおそれのある種のリスト。国際的には、IUCN が全世界における生物の生息状況等をもとに定期的に作成・公表してい

る。国内では、環境省が「環境省版レッドリスト」（日本の絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）を作成・公表してい

る。これは、日本に生息又は生育する野生生物について、専門家で構成される検討会が生物学的観点から個々の種の絶滅のおそ

れを科学的・客観的に評価し、その結果をリストにまとめたもので、カテゴリー（ランク）は IUCN の評価基準に基づいて作成

されている。レッドリストへの掲載は、捕獲規制等の直接的な法的効果を伴うものではないが、社会への警鐘として様々な場面

で多様な活用が図られている。都道府県では、都道府県等内における生物の生息状況等をもとに評価した「都道府県版レッドリ

スト」が作成・公表されている。なお、これらはそれぞれが独自に評価しており、一方での評価にもう一方が合わせるというこ

とはない 1)。 

 

 
わ  

若鳥（わかどり） 

第 1 回目の換羽（通常は生まれた年の秋）後、成鳥羽になるまでの時期の鳥。はっきりした若鳥の羽色を持たない鳥もいる 5)。 

渡り、渡り鳥（わたり、わたりどり） 

鳥類が繁殖地と越冬地の間を定期的に往復移動すること 8)。渡りを行う鳥類を渡り鳥と呼ぶ。 

 

 
図資1.1 日本でみられる鳥類の6つの渡りタイプと、それらのタイプの鳥類が見られる地域の季節ごとの模式図。地図

はイメージを示したものであり、囲ったエリアが鳥類の実際の分布範囲に一致するものではない。また、留鳥、漂鳥、

夏鳥、冬鳥については、同じ１種の鳥についても、北海道では夏鳥、本州以南では留鳥というように、地方によってタ

イプが異なることもある 
  



108108

資
料
１

資 1 鳥類用語集 
 

 

 

 

＜出典＞ 

1）環境省ウェブサイト,レッドデータブック・レッドリスト,https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/booklist（2020/1/4 閲覧） 

2) 奥田重俊ほか監修（1996）川の生物図典,山海堂 

3) 松村明編集（2006）大辞林,三省堂 

4) 山岸哲ほか監修（2004）鳥類学辞典,昭和堂 

5) 高野伸二（1994）フィールドガイド日本の野鳥,財団法人日本野鳥の会 

6) 沼田真編集（1983）生態学辞典，増補改訂版,築地書館 

7）環境省ウェブサイト,種の保存法の概要,https://www.env.go.jp/nature/kisho/hozen/hozonho.html（2020/1/4 閲覧） 

8）環境省ウェブサイト,野生鳥獣の保護及び管理,狩猟制度の概要, https://www.env.go.jp/nature/choju/hunt/hunt2.html 

（2020/2/9 閲覧） 

9）江崎保男（1998）河川の鳥類群集（江崎保男,田中哲夫 編 水辺環境の保全―生物群集の視点から―,pp152-176）朝倉書店 

10) 中村登流（1986）野鳥の図鑑―水の鳥 1,保育社 

11) 環境省ウェブサイト,野生鳥獣の保護及び管理,鳥獣保護区制度の概要, https://www.env.go.jp/nature/choju/area/area1.html 

（2020/2/9 閲覧） 

12) 環境省ウェブサイト，ラムサール条約と条約湿地，https://www.env.go.jp/nature/ramsar/conv/About_RamarConvention.html 

（2020/2/9 閲覧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

  
 

 

 

 

    

     

    

    

    

   

   





















































































































166166

資
料
３

資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.1 鳥類現地調査の方法 
 

 

 
表資 3.1.6 現地調査票記入例（例：砂礫地） 
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.1 鳥類現地調査の方法 

 

 

 
図資 3.1.3 現地調査図面記入例（例：砂礫地） 

  
  

 

 

 
  

 

資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.1 鳥類現地調査の方法 

 

 

 
図資 3.1.3 現地調査図面記入例（例：砂礫地） 
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.2 調査結果の詳細データ 
 

 

資 3.2 調査結果の詳細データ 

２  4 ・ の 体数 

鳥類現地調査で確認された鳥類の種数は、4 河川・5 つの河川環境の合計で 135 種（16 目 39 科）

となった。確認種数を河川環境ごとに整理すると、水域 36 種、砂礫地 46 種、草地 46 種、河畔林 54

種、干潟 63 種で、干潟が最も多かった（表資 3.2.1）。 

確認された鳥類の個体数をみると、水域ではコガモ（1,071 個体）、オオバン（528 個体）のほか、

カモ科、サギ科、カモメ科等が多く確認された。砂礫地ではセグロセキレイ、イカルチドリ、コチド

リが多く確認された。草地ではホオジロ、スズメ、ムクドリが多く、カシラダカやアオジも多数確認

された。河畔林ではヒヨドリ、カワラヒワ、シメ等が多く確認された。干潟ではカモ科、サギ科、カ

ワウ、シギ・チドリ類、カモメ科が多く確認され、カモメ科は調査範囲外においても多数が確認され

た。 

 
表資 3.2.1 河川環境別の確認種一覧（1/3） 

 
  

1 キジ キジ キジ 留鳥 152 73 10 45 18 79
2 カモ カモ オカヨシガモ 冬鳥 417 404 404 13
3 ヨシガモ 冬鳥 13 6 6 7
4 ヒドリガモ 冬鳥 908 317 189 128 591
5 マガモ 冬鳥 676 375 332 43 301
6 カルガモ 留鳥 3329 893 173 114 606 2436
7 ハシビロガモ 冬鳥 18 7 7 11
8 オナガガモ 冬鳥 379 252 226 26 127
9 コガモ 冬鳥 2734 1230 1071 4 155 1504

10 ホシハジロ 冬鳥 105 90 60 30 15
11 キンクロハジロ 冬鳥 295 196 170 26 99
12 スズガモ 冬鳥 935 476 313 163 459
13 シノリガモ 冬鳥 2 2
14 カワアイサ 冬鳥 1 1 1
15 ウミアイサ 冬鳥 21 18 5 13 3
16 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 110 64 64 46
17 カンムリカイツブリ 冬鳥 114 91 91 23
18 ハジロカイツブリ 冬鳥 7 7 7
19 ハト ハト キジバト 留鳥 808 274 21 35 215 3 534
20 アオバト 留鳥 6 6
21 ミズナギドリ ミズナギドリ オオミズナギドリ 旅鳥 4 4
22 カツオドリ ウ カワウ 留鳥 10371 3410 315 101 3 1240 1751 6961
23 ウミウ 冬鳥 237 8 8 229
24 ペリカン サギ ヨシゴイ 夏鳥 1 1 1
25 ゴイサギ 留鳥 33 23 23 10
26 ササゴイ 夏鳥 2 2
27 アマサギ 夏鳥 2 2
28 アオサギ 留鳥 1335 431 20 125 6 31 249 904
29 ダイサギ 留鳥 1734 350 28 91 18 213 1384
30 チュウサギ 夏鳥 44 22 3 19 22
31 コサギ 留鳥 661 269 69 17 2 39 142 392
32 ツル クイナ シロハラクイナ 迷鳥 1 1
33 ヒクイナ 留鳥 1 1 1
34 バン 留鳥 19 14 5 9 5
35 オオバン 冬鳥 1260 570 528 3 31 8 690
36 カッコウ カッコウ ホトトギス 夏鳥 15 1 1 14
37 ツツドリ 夏鳥 1 1
38 アマツバメ アマツバメ アマツバメ 夏鳥 43 43
39 ヒメアマツバメ 留鳥 55 55
40 チドリ チドリ タゲリ 冬鳥 10 10
41 ケリ 留鳥 90 1 1 89
42 ムナグロ 旅鳥 2 2 2
43 ダイゼン 旅鳥 2 1 1 1
44 イカルチドリ 留鳥 320 185 3 174 8 135
45 コチドリ 夏鳥 320 192 136 3 53 128
46 シロチドリ 留鳥 217 202 202 15
47 メダイチドリ 旅鳥 245 182 182 63

区分 計
目 名 名

干
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.2 調査結果の詳細データ 

 

 

 
表資 3.2.1 河川環境別の確認種一覧（2/3） 

 
  

48 （チドリ） ミヤコドリ ミヤコドリ 冬鳥 614 410 410 204
49 セイタカシギ セイタカシギ 旅鳥 5 5
50 シギ タシギ 冬鳥 26 23 1 22 3
51 オオソリハシシギ 旅鳥 5 4 4 1
52 チュウシャクシギ 旅鳥 284 247 2 245 37
53 ダイシャクシギ 旅鳥 15 9 9 6
54 ホウロクシギ 旅鳥 1 1 1
55 アオアシシギ 旅鳥 21 15 1 14 6
56 クサシギ 冬鳥 45 8 3 5 37
57 キアシシギ 旅鳥 220 159 12 147 61
58 ソリハシシギ 旅鳥 20 19 19 1
59 イソシギ 留鳥 166 78 26 52 88
60 キョウジョシギ 旅鳥 4 4 4
61 ミユビシギ 旅鳥 3 3 3
62 トウネン 旅鳥 78 42 42 36
63 ウズラシギ 旅鳥 1 1
64 ハマシギ 旅鳥 39 22 22 17
65 キリアイ 旅鳥 3 2 2 1
66 カモメ ユリカモメ 冬鳥 1729 555 110 445 1174
67 ウミネコ 冬鳥 3307 550 68 482 2757
68 カモメ 冬鳥 156 12 9 3 144
69 セグロカモメ 冬鳥 428 283 45 238 145
70 オオセグロカモメ 冬鳥 34 7 7 27
71 コアジサシ 夏鳥 352 243 12 231 109
72 タカ ミサゴ ミサゴ 留鳥 84 12 4 8 72
73 タカ トビ 留鳥 194 14 2 4 1 1 6 180
74 チュウヒ 冬鳥 3 3
75 ツミ 留鳥 2 2
76 ハイタカ 留鳥 14 3 3 11
77 オオタカ 留鳥 44 24 5 18 1 20
78 ノスリ 留鳥 49 8 1 7 41
79 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 留鳥 97 15 2 5 2 6 82
80 キツツキ キツツキ コゲラ 留鳥 101 28 1 2 25 73
81 アカゲラ 留鳥 7 5 5 2
82 アオゲラ 留鳥 1 1 1
83 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 留鳥 63 2 2 61
84 ハヤブサ 留鳥 8 2 1 1 6
85 スズメ サンショウクイ サンショウクイ 夏鳥 4 1 1 3
86 カササギヒタキ サンコウチョウ 夏鳥 2 2
87 モズ モズ 留鳥 158 95 52 42 1 63
88 カラス オナガ 留鳥 12 10 2 8 2
89 ハシボソガラス 留鳥 1544 550 75 124 71 280 994
90 ハシブトガラス 留鳥 413 58 15 6 26 11 355
91 シジュウカラ ヤマガラ 留鳥 6 2 2 4
92 シジュウカラ 留鳥 397 235 6 49 180 162
93 ヒバリ ヒバリ 留鳥 166 78 19 58 1 88
94 ツバメ ツバメ 夏鳥 1559 62 2 33 7 6 14 1497
95 コシアカツバメ 夏鳥 75 6 4 2 69
96 イワツバメ 留鳥 544 19 18 1 525
97 ヒヨドリ ヒヨドリ 留鳥 1947 734 3 122 609 1213
98 ウグイス ウグイス 留鳥 417 298 130 168 119
99 エナガ エナガ 留鳥 42 23 23 19

100 メジロ メジロ 留鳥 243 82 2 11 69 161
101 ヨシキリ オオヨシキリ 夏鳥 297 180 1 153 25 1 117
102 コヨシキリ 夏鳥 1 1
103 セッカ セッカ 留鳥 130 69 6 62 1 61
104 ムクドリ ギンムクドリ 冬鳥 2 2 2
105 ムクドリ 留鳥 3849 916 147 500 231 38 2933
106 コムクドリ 夏鳥 6 6
107 ヒタキ シロハラ 冬鳥 35 35 7 28
108 アカハラ 冬鳥 2 2 2
109 ツグミ 冬鳥 496 268 2 109 157 228
110 ジョウビタキ 冬鳥 70 62 33 29 8
111 ノビタキ 夏鳥 1 1 1
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表資 3.2.1 河川環境別の確認種一覧（2/3） 

 
  

48 （チドリ） ミヤコドリ ミヤコドリ 冬鳥 614 410 410 204
49 セイタカシギ セイタカシギ 旅鳥 5 5
50 シギ タシギ 冬鳥 26 23 1 22 3
51 オオソリハシシギ 旅鳥 5 4 4 1
52 チュウシャクシギ 旅鳥 284 247 2 245 37
53 ダイシャクシギ 旅鳥 15 9 9 6
54 ホウロクシギ 旅鳥 1 1 1
55 アオアシシギ 旅鳥 21 15 1 14 6
56 クサシギ 冬鳥 45 8 3 5 37
57 キアシシギ 旅鳥 220 159 12 147 61
58 ソリハシシギ 旅鳥 20 19 19 1
59 イソシギ 留鳥 166 78 26 52 88
60 キョウジョシギ 旅鳥 4 4 4
61 ミユビシギ 旅鳥 3 3 3
62 トウネン 旅鳥 78 42 42 36
63 ウズラシギ 旅鳥 1 1
64 ハマシギ 旅鳥 39 22 22 17
65 キリアイ 旅鳥 3 2 2 1
66 カモメ ユリカモメ 冬鳥 1729 555 110 445 1174
67 ウミネコ 冬鳥 3307 550 68 482 2757
68 カモメ 冬鳥 156 12 9 3 144
69 セグロカモメ 冬鳥 428 283 45 238 145
70 オオセグロカモメ 冬鳥 34 7 7 27
71 コアジサシ 夏鳥 352 243 12 231 109
72 タカ ミサゴ ミサゴ 留鳥 84 12 4 8 72
73 タカ トビ 留鳥 194 14 2 4 1 1 6 180
74 チュウヒ 冬鳥 3 3
75 ツミ 留鳥 2 2
76 ハイタカ 留鳥 14 3 3 11
77 オオタカ 留鳥 44 24 5 18 1 20
78 ノスリ 留鳥 49 8 1 7 41
79 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 留鳥 97 15 2 5 2 6 82
80 キツツキ キツツキ コゲラ 留鳥 101 28 1 2 25 73
81 アカゲラ 留鳥 7 5 5 2
82 アオゲラ 留鳥 1 1 1
83 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 留鳥 63 2 2 61
84 ハヤブサ 留鳥 8 2 1 1 6
85 スズメ サンショウクイ サンショウクイ 夏鳥 4 1 1 3
86 カササギヒタキ サンコウチョウ 夏鳥 2 2
87 モズ モズ 留鳥 158 95 52 42 1 63
88 カラス オナガ 留鳥 12 10 2 8 2
89 ハシボソガラス 留鳥 1544 550 75 124 71 280 994
90 ハシブトガラス 留鳥 413 58 15 6 26 11 355
91 シジュウカラ ヤマガラ 留鳥 6 2 2 4
92 シジュウカラ 留鳥 397 235 6 49 180 162
93 ヒバリ ヒバリ 留鳥 166 78 19 58 1 88
94 ツバメ ツバメ 夏鳥 1559 62 2 33 7 6 14 1497
95 コシアカツバメ 夏鳥 75 6 4 2 69
96 イワツバメ 留鳥 544 19 18 1 525
97 ヒヨドリ ヒヨドリ 留鳥 1947 734 3 122 609 1213
98 ウグイス ウグイス 留鳥 417 298 130 168 119
99 エナガ エナガ 留鳥 42 23 23 19

100 メジロ メジロ 留鳥 243 82 2 11 69 161
101 ヨシキリ オオヨシキリ 夏鳥 297 180 1 153 25 1 117
102 コヨシキリ 夏鳥 1 1
103 セッカ セッカ 留鳥 130 69 6 62 1 61
104 ムクドリ ギンムクドリ 冬鳥 2 2 2
105 ムクドリ 留鳥 3849 916 147 500 231 38 2933
106 コムクドリ 夏鳥 6 6
107 ヒタキ シロハラ 冬鳥 35 35 7 28
108 アカハラ 冬鳥 2 2 2
109 ツグミ 冬鳥 496 268 2 109 157 228
110 ジョウビタキ 冬鳥 70 62 33 29 8
111 ノビタキ 夏鳥 1 1 1
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.2 調査結果の詳細データ 
 

 

 
表資 3.2.1 河川環境別の確認種一覧（3/3） 

 
・分類は、日本鳥学会（2012）日本鳥類目録改訂第 7版に準拠した。 

・渡り区分は、原則として、日本鳥学会（2012）日本鳥類目録改訂第 7版における本州中部の区分とした。 

・※は、外来種又は飼鳥を示す。 

  

112 （スズメ） スズメ イソヒヨドリ 留鳥 14 5 2 3 9
113 ニュウナイスズメ 夏鳥 3 3
114 スズメ 留鳥 2589 1230 133 863 198 36 1359
115 セキレイ キセキレイ 留鳥 34 8 8 26
116 ハクセキレイ 留鳥 683 186 3 116 33 5 29 497
117 セグロセキレイ 留鳥 786 287 4 253 17 3 10 499
118 ビンズイ 冬鳥 1 1 1
119 タヒバリ 冬鳥 34 1 1 33
120 アトリ カワラヒワ 留鳥 2317 949 31 389 526 3 1368
121 ベニマシコ 冬鳥 15 15 12 3
122 シメ 冬鳥 447 275 51 224 172
123 コイカル 冬鳥 1 1 1
124 イカル 留鳥 232 46 38 8 186
125 ホオジロ ホオジロ 留鳥 1617 1275 42 1043 190 342
126 ホオアカ 冬鳥 3 3 3
127 カシラダカ 冬鳥 662 570 384 186 92
128 アオジ 冬鳥 556 528 3 350 175 28
129 クロジ 冬鳥 2 2 2
130 オオジュリン 冬鳥 29 29 24 5
131 キジ キジ コジュケイ※ 留鳥 28 11 11 17
132 ハト ハト カワラバト※ 留鳥 737 219 19 114 73 13 518
133 スズメ チメドリ ガビチョウ※ 留鳥 61 36 11 25 25
134 カオグロガビチョウ※ 留鳥 7 7 7
135 カモ カモ アヒル※ 留鳥 1 1

種数 135 135 36 46 46 54 63 115
個体数 59555 22921 4352 1798 4900 4972 6899 36634

体
目

区分

合計 16目 39科 135種

合計
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.2 調査結果の詳細データ 

 

 

 ・ の 体  

 

水域での調査において確認された鳥類の種数は、調査範囲内で計 36 種、範囲外で計 73 種、累計で

82 種（15 目 34 科）となった。調査範囲内で確認された種と個体数を河川別にみると、多摩川が 27

種・3,166 個体と最も多く、次いで鈴鹿川が 23 種・768 個体、矢作川が 17 種・329 個体、雲出川が

12 種・89 個体となった（表資 3.2.2）。 

多摩川では、カモ科（オカヨシガモ、ヒドリガモ、コガモ等）やオオバンが他河川より多く確認さ

れた。 

調査範囲内で確認された個体数は、コガモ、オオバン、オカヨシガモ、マガモ、カワウの順に多く、

カモ類が上位を占めた（図資 3.2.1）。 

 
表資 3.2.2 水域で確認された鳥類一覧（1/2） 

 

1 キジ キジ キジ 留鳥 2
2 カモ カモ オカヨシガモ 冬鳥 404 404
3 ヨシガモ 冬鳥 6 6 4
4 ヒドリガモ 冬鳥 189 173 16 190
5 マガモ 冬鳥 332 56 2 264 10 44
6 カルガモ 留鳥 173 106 52 3 12 242
7 ハシビロガモ 冬鳥 7 7
8 オナガガモ 冬鳥 226 37 189 31
9 コガモ 冬鳥 1071 978 43 49 1 881

10 ホシハジロ 冬鳥 60 27 33
11 キンクロハジロ 冬鳥 170 134 27 9 5
12 スズガモ 冬鳥 313 313 5
13 カワアイサ 冬鳥 1 1
14 ウミアイサ 冬鳥 5 1 4
15 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 64 24 13 4 23 6
16 カンムリカイツブリ 冬鳥 91 85 1 5
17 ハジロカイツブリ 冬鳥 7 7
18 ハト ハト キジバト 留鳥 64
19 カツオドリ ウ カワウ 留鳥 315 231 70 3 11 1469
20 ペリカン サギ ゴイサギ 留鳥 2
21 ササゴイ 夏鳥 2
22 アマサギ 夏鳥 1
23 アオサギ 留鳥 20 5 2 2 11 258
24 ダイサギ 留鳥 28 8 10 1 9 149
25 チュウサギ 夏鳥 6
26 コサギ 留鳥 69 69 170
27 ツル クイナ バン 留鳥 5 5
28 オオバン 冬鳥 528 446 80 2 547
29 カッコウ カッコウ ホトトギス 夏鳥 1
30 アマツバメ アマツバメ ヒメアマツバメ 留鳥 3
31 チドリ チドリ タゲリ 冬鳥 3
32 ケリ 留鳥 26
33 イカルチドリ 留鳥 3 3 58
34 コチドリ 夏鳥 71
35 シロチドリ 留鳥 2
36 シギ クサシギ 冬鳥 3 1 2 15
37 イソシギ 留鳥 13
38 カモメ ユリカモメ 冬鳥 110 36 9 65 423
39 ウミネコ 冬鳥 68 6 62 288
40 カモメ 冬鳥 9 1 4 4 100
41 セグロカモメ 冬鳥 45 2 5 38 55
42 オオセグロカモメ 冬鳥 24
43 コアジサシ 夏鳥 12 12 10
44 タカ ミサゴ ミサゴ 留鳥 4 4 19
45 タカ トビ 留鳥 2 2 38
46 ツミ 留鳥 2
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.2 調査結果の詳細データ 

 

 

 ・ の 体  

 

水域での調査において確認された鳥類の種数は、調査範囲内で計 36 種、範囲外で計 73 種、累計で

82 種（15 目 34 科）となった。調査範囲内で確認された種と個体数を河川別にみると、多摩川が 27

種・3,166 個体と最も多く、次いで鈴鹿川が 23 種・768 個体、矢作川が 17 種・329 個体、雲出川が

12 種・89 個体となった（表資 3.2.2）。 

多摩川では、カモ科（オカヨシガモ、ヒドリガモ、コガモ等）やオオバンが他河川より多く確認さ

れた。 

調査範囲内で確認された個体数は、コガモ、オオバン、オカヨシガモ、マガモ、カワウの順に多く、

カモ類が上位を占めた（図資 3.2.1）。 

 
表資 3.2.2 水域で確認された鳥類一覧（1/2） 

 

1 キジ キジ キジ 留鳥 2
2 カモ カモ オカヨシガモ 冬鳥 404 404
3 ヨシガモ 冬鳥 6 6 4
4 ヒドリガモ 冬鳥 189 173 16 190
5 マガモ 冬鳥 332 56 2 264 10 44
6 カルガモ 留鳥 173 106 52 3 12 242
7 ハシビロガモ 冬鳥 7 7
8 オナガガモ 冬鳥 226 37 189 31
9 コガモ 冬鳥 1071 978 43 49 1 881

10 ホシハジロ 冬鳥 60 27 33
11 キンクロハジロ 冬鳥 170 134 27 9 5
12 スズガモ 冬鳥 313 313 5
13 カワアイサ 冬鳥 1 1
14 ウミアイサ 冬鳥 5 1 4
15 カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 64 24 13 4 23 6
16 カンムリカイツブリ 冬鳥 91 85 1 5
17 ハジロカイツブリ 冬鳥 7 7
18 ハト ハト キジバト 留鳥 64
19 カツオドリ ウ カワウ 留鳥 315 231 70 3 11 1469
20 ペリカン サギ ゴイサギ 留鳥 2
21 ササゴイ 夏鳥 2
22 アマサギ 夏鳥 1
23 アオサギ 留鳥 20 5 2 2 11 258
24 ダイサギ 留鳥 28 8 10 1 9 149
25 チュウサギ 夏鳥 6
26 コサギ 留鳥 69 69 170
27 ツル クイナ バン 留鳥 5 5
28 オオバン 冬鳥 528 446 80 2 547
29 カッコウ カッコウ ホトトギス 夏鳥 1
30 アマツバメ アマツバメ ヒメアマツバメ 留鳥 3
31 チドリ チドリ タゲリ 冬鳥 3
32 ケリ 留鳥 26
33 イカルチドリ 留鳥 3 3 58
34 コチドリ 夏鳥 71
35 シロチドリ 留鳥 2
36 シギ クサシギ 冬鳥 3 1 2 15
37 イソシギ 留鳥 13
38 カモメ ユリカモメ 冬鳥 110 36 9 65 423
39 ウミネコ 冬鳥 68 6 62 288
40 カモメ 冬鳥 9 1 4 4 100
41 セグロカモメ 冬鳥 45 2 5 38 55
42 オオセグロカモメ 冬鳥 24
43 コアジサシ 夏鳥 12 2 10
44 タカ ミサゴ ミサゴ 留鳥 4 4 19
45 タカ トビ 留鳥 2 2 38
46 ツミ 留鳥 2
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資 3 鳥類現地調査と分析方法の詳細 
資 3.3 分析方法及び結果 
 

 

 

4 分  

鳥類の出現に影響を与える要因を分析するため、使用データの前処理から分析結果の評価までを

次に示すプロセスで行った。これらの工程はすべて Rバージョン 3.6.1 で行った。 

1. 説明変数のうち、量的データを標準化処理 

2. 説明変数間の多重共線性の検証 

3. GLMM の作成 

4. モデル平均化による推定値の算出・評価 

 

分析結果について、複数ある説明変数の重要度や影響度を量的に比較可能なかたちで表現するた

め、説明変数のうち量的データについては、平均値が 0、分散が 1になるよう値を変換した。この

処理を行うことで計算処理が速くなり、推定結果も安定しやすくなる。実際の変換例を図資 3.3.1

及び図資 3.3.2 に示す。 

 

 
図資 3.3.1 標準化前の 2 変数の散布図 

（x 軸の値の平均値も数値のスケールも異なる） 
 

 
図資 3.3.2 標準化後の 2 変数の散布図 

（x 軸の値について平均 0 になり、2 変数間のスケールが揃っている）  
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